
国際舞台で活躍する研究者たち

〜海外で学び、研究を楽しむために〜

令和8年度日本水産学会春季大会 水産学若手の会主催シンポジウム

2026年 3月 26日 (水)

13:00–17:00

多くの若手研究者が海外留学に興味を持つ中、

身近な留学経験者の有無によって得られる情報

は大きく異なる。本シンポジウムでは、多様な

立場や制度で留学された方々に、行き先の選び

から留学後のキャリアへの影響など、様々な経

験をお話いただく。留学の長所や短所について

ざっくばらんに議論し、今後、在外研究を考え

る幅広い年代の方々をエンカレッジする。さら

に、学生を送り出す立場にある教員や国内で進

学先やポスドク先を探す若手の方にとっても有

益な機会となることを期待したい。

問合せ先 水産学若手の会 委員長 板倉 光（東大大気海洋研）hikaruitakura@aori.u-tokyo.ac.jp

13:00– 開会挨拶・趣旨説明 

13:10– 海外留学は若手研究者をいかに自立させるか

13:30– 熱帯から亜寒帯まで、非英語圏への留学で
身につける「現場力」

13:50– 台湾の臨海実験場で研究留学してみて
― 留学前後の研究スタイルと研究生活の違い

14:10– 英語が苦手な私の海外生活備忘録

休憩10分

14:40– 非英語圏で現地採用

15:00– 若手研究者の皆様、思い切って飛んでほしい

15:20– 「想定外」が今では「想定内」に

15:40– メリーランド大学での魚類生態研究
―海外学振による子連れ留学

16:00– 全体討論・質疑応答・トークセッション

16:55– 閉会挨拶

東京海洋大学品川キャンパス

講義棟大講義室（第1会場 ）

プログラム

日時・場所

板倉 光 （東大大気海洋研）

鈴木凜太郎（(株)ゼンショーHD）

村上弘章 （東北大院農）

川村 亘 （熊大院先端）

王 曜 （長大院生産）

松井信太郎（九産大生命）

企画責任者

板倉 光（東大大気海洋研）

長谷川稜太（オタゴ大学、留学先：ニュージーランド）

目戸綾乃（北大院地環、留学先：タイ・フィンランド）

早坂央希（鹿大海洋研セ東町、留学先：台湾）

松本萌（東京海洋大学、留学先：ドイツ）

峰岸有紀（東大大気海洋研、留学先：フランス・オランダ）

笘野哲史（(公財) WWFジャパン、留学先：アメリカ）

新里宙也（東大大気海洋研、留学先：オーストラリア）

板倉 光（東大大気海洋研、留学先：アメリカ）

小祝敬一郎（東京海洋大学）

企画趣旨
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